
ピープルデザインの考え方を活用したダイバーシティのまちづくりの推進について

●市役所職員向けの人材育成

・既存研修等を活用し職員の意識改革（都市政策研究会８月２７日（水）、職員研修、宮前区職員研修１１月２６日（月））
●学校などを通じた子どもたちへの心のバリアフリーの普及啓発 ●企業の人材育成、企業の社会貢献活動の誘発

●広く市民全体の行動の誘発、福祉人材の育成 ・地域交流などを通じた取組の検討

（１）庁内推進本部
●本部長 ：市長
●メンバー：３副市長、総務局長、
総合企画局長、財政局長、
市民・こども局長、こども本部長、
経済労働局長、環境局長、
健康福祉局長、まちづくり局長、
建設緑政局長、港湾局長、
教育長、全区長

（２）幹事会
●メンバー：
推進本部委員所管局企画課長
関係各課

６ 推進体制等）

●スポーツコンテンツの活用

・川崎フロンターレと連携し、ホームゲームにて障害者の就労体験や清掃活動（１０月２２日（水）、１１月２日（日））

・ブラインドサッカー協会と連携し、ラゾーナ川崎でブラインドサッカー体験・トークショー（１０月５日（日）雨天により中止）
・富士通フロンティアーズ（アメフト）と連携し、ホームゲームにて障害者の就労体験や清掃活動（９月７日（日））
・富士通レッドウェーブ（女子バスケ）と連携し、ホームゲームにて障害者の就労体験や清掃活動（１１月１５日（土）、１６日（日））
・川崎国際多摩川マラソンでの障害者の就労体験（１１月１６日（日））

●映画・音楽・芸術コンテンツの活用

・パイオニア（株）との連携により、プラザソルで「夏休みピープルデザインシネマ」開催（８月２３日（土））
（障害者の就労体験、トークショー、聴覚障害者用体感音響装置を使った上映）

●街のにぎわい空間の活用

・チネチッタ、ラゾーナ川崎、武蔵小杉、武蔵溝の口、等々力緑地、生田緑地、新百合ヶ丘などでの展開
●誰もが知ってるイベントの活用

・川崎ハロウィンにて、ＮＰＯグリーンバードと連携し、マイノリティの方々のイベント参加（１０月２５（土）、２６日（日））
・多様な主体と連携して様々なイベントの展開

●企業と連携した混ざり合いの空間づくりに向けた取組み

・福祉施設製品が身近になるよう製品のリニューアルプロジェクトを開始（ものづくりセミナーの開催（H２５年度 全７回）等）
・ものづくり販売促進フェア（マルイファミリー溝口にて福祉製品（製菓、雑貨）販売）（１０月２３日～３１日）
・ピープルデザインシンポジウムの開催 （渋谷区の超福祉機器展に合わせ１１月１４日（金）に開催）
（オランダのデルフト工科大学リチャード・グーセンス教授講演会、トークセッション、ティーチイン、親睦会等）
・サイバーダイン株式会社と連携した取組の検討
・ウェルフェアイノベーションフォーラム、かわさき基準推進協議会への参加の検討

●付加価値の高い製品創出に向けた取組み
・デザイン振興施策にピープルデザインの考え方を取り入れた事業展開 ・コミュニケーションチャームの製造の検討

●まちづくりへの展開 ・民間活力によるダイバーシティ・マンションの促進に向けた取り込み

③モノづくり
・マチづくり

②コトづくり

①ヒトづくり

◆２０２０年 東京オリンピック・パラリンピックを見据えた事業展開 ◆２０２４年 市制１００周年に向けた取組みの推進 ①包括協定の締結

分離された社会 混ざり合った社会

       分離    自然 混  合  

②庁内推進体制の確立

④情報発信

ピープルデザインのイメージ

川崎市とＮＰＯ法人ピープルデザイン研究
所の包括協定を締結する（７月１５日（火））

４ ４つの戦略

●福祉事業所に通う障害者の方々の就労体験の実施

●福祉事業所の新しい仕事の創出や工賃アップを目指した施策の展開
●ＩＣＴ治具などの新たなツールを活用した仕事づくり
・こどもから障害者・高齢者まで、誰でもホームページ制作できるＩＣＴ治具などを活用した展開

④シゴトづくり

５ 今後の展開予定

③新たな総合計画等での検討

様々なメディアやツールを通じた情報等の
発信

様々な計画づくりにおける方向性の検討

マイノリティの就労機会の創出、賃
金アップにつながる取組を進める

企業と連携し、福祉製品の品質向
上や販路拡大、福祉製品による産
業振興を図る

様々なコンテンツを活用して、マイ
ノリティが社会に混じりあう取組を
実践する

職員、こども、企業、市民へ、心の
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの意識の普及啓発を行う

■ピープルデザイン（ピープルデザイン研究所が提唱する心のバリアフリーをクリエイティブに実現する思想や方法）の考え方を活用して、２０２０年東京オ
リンピック・パラリンピックや 市制１００周年（２０２４年）に向けて、様々な地域資源を活用しながら、心のバリアフリーに向けた実践をCity Capital（地域の
資産）と捉え Civic Pride（市民の誇り）を高め、人が自然に混ざり合うDiversity（多様性）のまちづくりをめざす。

◆約６％の国民は何らかの障害がある。この障害（ハンディ）があるために、必要以上に分離した形で留まるのではなく、ハンディを可能性に変え、
人々の意識のバリアを溶かし、障害があってもなくても人が自然に混ざり合った空間をつくることが、継続して社会の中で働き、生活することにつながる。
◆スポーツ、エンターテイメント、ファッションといったワクワクするコンテンツを通じ、人の動きを触発するようなきっかけをクリエイティブに楽しくデザイン
することにより、マイノリティと言われる人々との共生を促すダイバーシティのまちづくりを目指す。

２ ピープルデザインの基本的な考え方

１ 趣旨・目的

③Civic Pride（市民の誇り）を持つ②City Capital（地域の資産）の向上①Diversity（多様性）の実現

３ ３つの方向性

助けたいけど…

意識 バリアを飛び越えよう

意識 
バリア

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨの
まちへ

自然な声掛け
笑顔
安心感

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨの
まちへ

自然な声掛け
笑顔
安心感躊躇

声かけたいけど…

例えば、サッカーの試合で
障害者が社会に
混ざり合う職業体験

ワクワクする
コンテンツで展開
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ピープルデザインの考え方を活用したダイバーシティのまちづくり推進スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●市役所職員向けの人材育成

●学校などを通じた子どもたちへの心のバリアフリーの普及啓発

●企業の人材育成、企業の社会貢献活動の誘発

●広く市民全体の行動の誘発、福祉人材の育成

　 　・地域交流などを通じた取組の検討

●スポーツコンテンツの活用

　　・フロンターレと連携し、ホームゲームにて障害者の就労体験や清掃活動

　　・ブラインドサッカー協会と連携し、ブラインドサッカー体験・トークショー

　　・富士通レッドウェーブ、フロンティアーズと連携した障害者の就労体験や清掃活動

　　・川崎国際多摩川マラソンでの障害者の就労体験

●映画・音楽・芸術コンテンツの活用

　　・パイオニア（株）との連携により、「夏休みピープルデザインシネマ」の開催

●街のにぎわい空間の活用

　　・チネチッタ、ラゾーナ川崎、武蔵小杉、武蔵溝の口、
　　　　等々力緑地、生田緑地、新百合ヶ丘などでの展開

●誰もが知ってるイベントの活用

　　・ＮＰＯグリーンバードと連携し、マイノリティの方々の清掃活動等を通じた
　　　イベント参加の検討

　　 ・多様な主体と連携して様々なイベントの展開

●企業と連携した混ざり合いの空間づくりに向けた取組み

・福祉施設製品が身近になるよう製品の
　　　　　リニューアルプロジェクトを開始（ものづくりセミナーの開催等）

・ものづくり販売促進フェア（マルイ溝口にて製菓販売、雑貨実演販売）

　　・ピープルデザインシンポジウム
　　（デルフト工科大学リチャード・グーセンス教授講演会、トークセッション等の開催）

　　・サイバーダイン株式会社と連携した取組の検討

　　・ウェルフェアイノベーションフォーラム、かわさき基準推進協議会への参加の検討

●付加価値の高い製品創出に向けた取組み

　　・デザイン振興施策にピープルデザインの考え方を取り入れた事業展開

　　・コミュニケーションチャームの製造の検討

●まちづくりへの展開

　　・民間活力によるダイバーシティ・マンションの促進に向けた取り込み

●福祉事業所に通う障害者の方々の就労体験の実施

●福祉事業所の新しい仕事の創出や工賃アップを目指した施策の展開

●ＩＣＴ治具などの新たなツールを活用した仕事づくり

　・こどもから障害者・高齢者まで、誰でもホームページ制作できる
　　ＩＣＴ治具などを活用した展開

総合計画及び各種計画への反映

広報関係
包括協定締結
庁内推進本部会議
推進本部幹事会

シ
ゴ
ト

づ
く
り

短期
中期 長期平成２６年度

ヒ
ト
づ
く
り

コ
ト
づ
く
り

モ
ノ
づ
く
り

マ
チ
づ
く
り

　　・既存研修等を活用し職員の意識改革

●10/22 ●11/2

●10/5（雨天により中止）

●8/23

●8/27 都市政策研究会

●11/27 18:00～20:00 有識者会議ラウンドテーブル

●11/14

●7/15 第１回

●10/25,26 川崎ハロウィンでの実施

（25キッズパレード就労体験、、26パレードゴミ拾い）

今後の取組について検討

今後の取組について検討

今後の取組について検討

調整中

今後の取組について検討

今後の取組について検討

今後の取組について検討

今後の取組について検討

コトづくりにおいて実施

今後の取組について検討

●11/16

通年実施

各種イベントにて展開

●7/15

２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
取
組
み

２
０
２
４
年

川
崎
市
制
１
０
０
周
年
に
向
け
た
取
組
み

●8/28 ●10/23 ●11/19 ●1/22 ●3/12●5/20 ●6/20

●2月を予定

●9/7ｱﾒﾌﾄ（ﾌﾛﾝﾃｨｱｰｽﾞ）
●11/15、16女子ﾊﾞｽｹ（ﾚｯﾄﾞｳｪｰﾌﾞ）

●9/24TVK「ありがとッ！」市長出演 ●市民グラフかわさき「ひろば」掲載

●第4次かわさきﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾗﾝへの反映 ●川崎市人権施策推進基本計画への反映

●11/26 宮前区役所職員研修

●10/21

●11/26 課長以上向け職員研修

●10/23～10/31
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ピープルデザイン関連直近事業（例）
平成２６年８月２３日（土）ピープルデザインシネマ 平成２６年１０月２２日（水）川崎フロンターレ就労体験
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